
ウインズが商品化紙すき絵葉書を作製
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まちかどトピックス

ま
ち
か
ど
ト
ピ
ッ
ク
ス

地
域
の
催
し
や
明
る
い
話
題
な
ど
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
広
報
係

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎
43
・
５
０
０
３（
情
報
課
）
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淡
路
島
１
５
０
㎞
、１
５
０
０
人
が
自
転
車
で
快
走

広報 

安
全
安
心
、島
内
産
１
０
０
％
の
給
食

市
内
各
地
で
文
化
芸
能
祭
が
開
催

文
化
の
秋
を
楽
し
む

県
の
地
産
地
消
事
業

淡
路
島
ロ
ン
グ
ラ
イ
ド
１
５
０

大型カルタ保育士と園児が作った「ふるさとカルタ」
　生まれ育ったふるさとを愛し大切に思う。そんな大人になってくれる

ことを願って、市内 15の保育所（園）の保育士が、園児たちと一緒に

「ふるさとカルタ」を作りました。地元の民話や名所、食材など、各地

域の特徴を題材に選んで絵に描き、紙や布、玉ねぎの皮、砂浜の砂を貼っ

ています。読み札も絵札とうまくマッチした言葉で表現され、想いや工

夫に富んで、見ているだけでも楽しくなります。12月 21日～ 1月 11

日の間、パルティでも展示されます。ぜひご覧ください。

轟
と
ど
ろ
き　

　

孝
博
さ
ん（
八
木
）

　

兵
庫
陸
上
競
技
協
会
理
事
を

13
年
間
、
淡
路
陸
上
競
技
協

会
理
事
長
を
13
年
間
務
め
ら

れ
、
秩
父
宮
章
を
受
章
し
ま

し
た
。

萩
原　

重
幸
さ
ん（
賀
集
）

　

永
年
に
わ
た
り
淡
路
人
形
浄

瑠
璃
と
だ
ん
じ
り
唄
の
保
存
伝

承
に
取
り
組
み
、
後
進
の
指
導

育
成
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

◆
観
光
活
動

山
形　

修
さ
ん（
福
良
）

◆
商
工
活
動

生
垣　

雄
士
さ
ん（
神
代
）

◆
兵
庫
県
自
治
賞

榎
本　

悟
朗
さ
ん（
潮
美
台
）

お
め
で
と
う

秩
父
宮
章
を
受
章

▲紙すき絵葉書は、500円（5枚入）。注文も可能
で3.0g～4.5ｇの厚さに対応できます

レ
ー
ス
で
は
な
い
た
め
、
大
鳴
門

橋
や
福
良
の
街
並
み
な
ど
島
の
景

色
を
堪
能
し
な
が
ら
、
次
々
と
走

り
抜
け
ま
し
た
。
途
中
、
灘
と
慶

野
松
原
の
休
憩
所
で
は
、
運
営
ス

　

淡
路
島
１
周
１
５
０
㎞
を
自
転

車
で
走
る
「
２
０
１
０
ス
ポ
ニ
チ

淡
路
島
ロ
ン
グ
ラ
イ
ド
１
５
０
」

が
10
月
31
日
に
開
催
さ
れ
、
サ
イ

ク
リ
ス
ト
約
１
５
０
０
人
が
快
走

門
・
芸
能
部
門
で
日
ご
ろ
の
練
習

の
成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

　

三
原
公
民
館
に
訪
れ
た
中
川
清

子
さ
ん
（
榎
列
）
は
、「
植
物
が

大
好
き
な
の
で
、
毎
年
文
化
祭
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
植
木
や

生
け
花
を
家
で
す
る
の
で
、
参
考

に
し
て
い
ま
す
」
と
笑
顔
で
話
し

て
い
ま
し
た
。

関
心
を
深
め
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。　

　

八
木
小
学
校
の
児
童

は
、「
給
食
は
い
つ
も

▲手作り玩具で兵庫県保育大会の「優秀賞」を受賞

い
と
こ
８
人
で
だ
ん
じ
り
唄
を
熱
唱

淡
路
の
伝
統
芸
能
を
背
負
う
子
ど
も
た
ち

　

真
っ
暗
な
屋
外
で
だ
ん
じ
り
唄

を
唄
う
の
は
子
ど
も
た
ち
で
す
。

彼
ら
は
「
福ふ
く

童わ
ら
べ」
と
い
い
、
５
歳

〜
14
歳
の
子
ど
も
８
人
で
結
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

同
グ
ル
ー
プ
は
、
だ
ん
じ
り
唄

の
発
展
を
目
指
す
だ
ん
じ
り
唄
振

興
会
に
所
属
す
る
柏
木
大ひ
ろ
しさ
ん

は
、「
み
ん
な
で
声
を
合
わ
せ
て

大
き
く
唄
う
こ
と
が
楽
し
い
」
と

目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。
ま
た

指
導
す
る
柏
木
さ
ん
は
「
子
ど
も

た
ち
に
は
の
び
の
び
と
唄
っ
て
ほ

し
い
。
そ
し
て
大
人
に
な
っ
た
と

き
、　

故
郷
を
誇
り
に
思
え
る
材

料
と
な
っ
て
く
れ
れ
ば
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。
福
童
は
、
12
月
19

日
に
三
原
公
民
館
で
行
わ
れ
る
南

淡
路
だ
ん
じ
り
唄
交
流
会
に
出
場

し
ま
す
。

楽
し
み
で
す
。
淡
路
の
食
べ
物
は

は
美
味
し
い
で
す
」
と
笑
顔
で
話

し
て
い
ま
し
た
。

　障害者が通所するウインズ（神代）では今年７月、牛乳パッ

クと玉ねぎの皮で作った紙すき絵葉書５種類を商品化し、さん

ちゃん市などで販売を始めました。

　絵葉書の写真「鳴門のうず潮」「鳴門海峡大橋」等は、地元の

写真愛好家らが撮影・提供したもの。今後、絵葉書の種類を増

やしていくそうです。職員の曽
そ な

奈泰子さんは、「淡路島の名所満

載の絵葉書をぜひ買ってもらいたい」と話していました。

▲「三国伝来玉藻前旭袂 三段目道春館の
段」をからだ全体で表現する福童

（
賀
集
）
が
、
だ
ん
じ
り
唄
が
好

き
な
自
分
の
子
ど
も
や
そ
の
い
と

こ
を
集
め
て
結
成
し
ま
し
た
。
練

習
は
週
２
回
。
室
内
だ
と
音
が
響

き
、
声
が
出
て
い
る
と
錯
覚
す
る

た
め
屋
外
で
行
っ
て
い
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
は
、
体
を
揺
ら
し
全
身

で
声
を
出
し
唄
っ
て
い
ま
し
た
。

　

メ
ン
バ
ー
の
柏
木
萌も
え

花か

さ
ん

◆
兵
庫
県
連
合
自
治
会
長
表
彰

溝
口　

薫
さ
ん（
福
良
）

岩
川　

貢み
つ
ぎ

さ
ん（
福
良
）

木
田　

健
さ
ん（
福
良
）

小
池　

春し
ゅ
ん
ろ
く六

さ
ん（
福
良
）

池
田　

隆
志
さ
ん（
灘
）

中
森　

光
男
さ
ん（
灘
）

坂
本　

啓
治
さ
ん（
灘
）

竹
本　

友
喜
美
さ
ん（
福
良
）

　

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
伝
統
芸
能

の
普
及
と
後
進
の
育
成
な
ど
文

化
の
振
興
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

◆
社
業
功
労
特
別
感
謝
状

南
あ
わ
じ
市
赤
十
字
奉
仕
団

◆
日
本
赤
十
字
社
社
長
感
謝
状

西
畠　

信
子
さ
ん（
松
帆
）

◆
兵
庫
県
知
事
感
謝
状

岡　

八
代
井
さ
ん（
松
帆
）

鴻
原　
　

清
さ
ん（
阿
那
賀
）

仁
里　
　

克
さ
ん（
市
）

藤
岡　

勝
平
さ
ん（
灘
）

◆
兵
庫
県
青
少
年
補
導
委
員
連

合
会
会
長
感
謝
状

安
田　

計
二
さ
ん（
北
阿
万
）

自
治
会
活
動
功
労
者
表
彰

兵
庫
県
文
化
賞

▲三原公民館で１１月３日、歌や踊りなどが披露さ
れ、観衆を魅了しました

タ
ッ
フ
が
淡
路
手
延
べ
素
麺
な
ど

島
の
味
覚
を
振
舞
い
ま
し
た
。

　

灘
の
起
伏
が
厳
し
か
っ
た
と
い

う
参
加
者
は
、
「
厳
し
い
場
所
も

あ
り
ま
し
た
が
、
景
色
が
素
晴
ら

し
か
っ
た
上
、
所
々
で
ご
老
人
が

沿
道
で
応
援
し
て
く
れ
て
い
ま

し
た
。
励
ま
さ
れ
ま
し
た
」
と
話

し
、
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
し
た
。

し
ま
し
た
。

　

午
前
６
時
に
国
営

明
石
海
峡
公
園
前
を

出
発
し
た
参
加
者
の

多
く
が
市
内
に
入
っ

た
の
は
午
前
８
時
以

降
。
ロ
ン
グ
ラ
イ
ド

は
、
タ
イ
ム
を
競
う

▲大見山の急な坂道を力走す
る参加者

▲松や竹、石などの自
然素材で作った置物
も展示されていました

　

ま
た
、
11
月
３
日
に
は
三
原
総

合
文
化
祭
の
芸
能
部
門
が
開
催
さ

れ
、
多
く
の
人
が
訪
れ
賑
わ
い
を

見
せ
て
い
ま
し
た
。

▲「子どもたちが
幸せそうに唄う姿
を見てほしい」と話
す柏木さん

　

10
月
下
旬
か
ら
市
内
各
地
の
公

民
館
で
、
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
多
く
の
参
加
者
が
展
示
部

▲市内の小学生らが生けた生け花。観客は
美しさ、可愛らしさを兼ね備えた作品を見て
笑顔がこぼれます

と
も
し
び
の
賞

兵
庫
県
自
治
賞

青
少
年
補
導
で
感
謝
状

（上）沿道での声援（下）大
鳴門橋を背景に快走

日
本
赤
十
字
社
感
謝
状

　

市
内
の
幼
稚
園
６
園
と
小
学
校

14
校
、
中
学
校
６
校
で
11
月
19

日
、
島
内
産
１
０
０
％
の
給
食
が

約
３
９
０
０
食
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

使
用
さ
れ
た
食
材
は
13
品
目
。

兵
庫
県
の
地
産
地

消
を
す
す
め
る
事

業
の
一
環
で
、
子

ど
も
た
ち
に
地
元

で
取
れ
る
食
材
に

▲今日の献立は、
ゴールデンポーク
焼きやおひたし、ば
ち汁など

▲すべての食材が島内産。八木小学校
の児童は、おいしい給食に自然と笑顔
がこぼれていました


